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亜熱帯植物であるトチュウ（Eucommia ulmoides）は、葉、樹皮、果実等に多量のトランスポリイソプ

レン（TPI）を蓄積することが知られている。トチュウ TPI は古くから電線用絶縁体や整形外科用装具材

料として、最近ではゴルフボールや 3D プリンター用フィラメントとして利用されており、化学合成さ

れたものと比べ重合性が高いなどの特徴が応用面でも有利であることから、石油資源に依存しない樹脂

原料としての応用が注目されている。TPI の生合成経路については先行研究により明らかになっており、

出発物質であるジメチルアリル二リン酸（DMAPP）とイソペンテニル二リン酸（IPP）からファルネシ

ル二リン酸（FPP）が合成され、さらに、FPP を基質に IPP が連続的に縮合反応することで、トランスポ

リイソプレンが合成される。この経路では、DMAPP と IPP から FPP を合成するファルネシル二リン酸

合成酵素（FPS）と超巨大分子量の TPI を合成するトランスポリイソプレン合成酵素（TPT）が存在す

る。 

そこで本研究では、は TPT の TPI 合成機構の解明のため、TPT と基質アナログの複合体の X 線結晶

構造解析に取り組んだ。具体的には、TPT 変異体を大腸菌を用いた大量発現、カラムクロマトグラフ

ィーによる精製を行うことで、高純度のサンプルを調製した。得られた高純度サンプルを用いて結晶

化条件の検討を行ったところ、TPT 変異体-基質アナログの結晶化条件を見いだすことができた。その

後、その凍結条件下において、大型放射光施設で X 線回折実験を行い、2.8Å 分解能の X 線回折強度デ

ータを収集することができた。その X 線回折強度データを用いて分子置換法によって位相を決定する

ことができモデル構築を行ったが、残念ながら、構造解析した TPT 変異体中に基質アナログの結合は

確認できなかった。引き続いて、他の基質アナログとの複合体構造解析を実施し、TPT の触媒機構の

分子メカニズムの解明に向けた研究を行う。 
 

 
 

 


